
古
代

□
★★
㉘ 防

さきもり

人は、おもに 出身者で構成され、任期は
3年とされた。 （センター）

□
★★
㉙ 『万

まん

葉
よう

集
しゅう

』や僧 が著した『日
に

本
ほん

霊
りょう

異
い

記
き

』に
は、防人らの労苦をしのばせる歌やエピソードがのせ
られている。 （青山学院大）

□
★★★★
㉚ 律令制度のもと、人々は 民と 民
との身分に大

たい

別
べつ

された。 （同志社大）

□
★★★★
㉛ 貴族や官

かん

人
じん

、課
か

役
やく

を負担する班
はん

田
でん

農民、特殊な技術者
である 部・雑

ざっ

戸
こ

は 民とされた。
 （北海学園大）

□
★★★
32 5 種類からなる賤

せん

民
みん

は総称して と呼ばれ、
官有の陵

りょう

戸
こ

・官
かん

戸
こ

・ と私有の家
け

人
にん

・私
し

奴
ぬ

婢
ひ

であった。 （同志社大、北海学園大）
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PATTERN 23 中国との交流─遣唐使

□
★★★
① 奈良時代の遣

けん

唐
とう

使
し

船
せん

は基本的に 隻であっ
た。 （同志社大）

□
★★
② 遣唐使船は、初期は朝鮮半島沿岸を通る 路
がとられた。 （センター、同志社大）

□
★★
③ 717 年に留学生として入

にっ

唐
とう

した は、李
り

白
はく

ら
と交流し、玄

げん

宗
そう

皇帝に重
ちょう

用
よう

され高官にのぼった。
 （首都大学東京、同志社大）

□
★
④ 2004 年、玄宗皇帝に重

ちょう

用
よう

され、長安で客
きゃく

死
し

した日本
人留学生 の墓

ぼ

誌
し

が発見された。 （同志社大）
□
★★★★
⑤ と玄

げん

昉
ぼう

は、帰国後に奈良時代の政界で活躍
した。 （首都大学東京、同志社大）

□
★★
⑥ 717 年に派遣された遣唐使は、唐の朝廷で行われた儀

ぎ

礼
れい

で、 の使節と席
せき

次
じ

をめぐって争った。
 （学習院大）

□
★★
⑦ 8 世紀になると、遣唐使は との関係悪

あっ

化
か

を
背景に、航海上の危険性が大きい 路をとる
ようになった。 （センター、青山学院大）

東
とう

国
ごく

出身者

僧景
けい

戒
かい

 良
りょう

民
みん

、賤
せん

民
みん

品
しな

部
べ

、良
りょう

民
みん

五
ご

色
しき

の賤
せん

、
公
く

奴
ぬ

婢
ひ

4 隻
せき

北
ほく

路
ろ

阿
あ

倍
べの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

井
せい

真
しん

成
せい

吉
き

備
びの

真
まき

備
び

新
し ら ぎ

羅
（しん ら ）

新羅、
南
なん

路
ろ
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古
代

□
★★
⑧ 唐で安

あん

史
し

の乱（755～763 年）がおきると、
は新

し ら ぎ

羅攻撃を計画した。 （同志社大）

□
★★★★
⑨ 727 年、 の使節が初めて来日した。

 （学習院大、同志社大）

渤
ぼっ

海
かい

（698～926 年）＝渤
ぼっ

海
かい

使
し

（日本海経由）の来日は 34
回におよんだ。日本からも遣

けん

渤
ぼっ

海
かい

使
し

が 13 回派遣された。

□
★★
⑩ 渤

ぼっ

海
かい

の使節は、越
えち

前
ぜん

の 客
きゃく

院
いん

や能
の

登
と

客院な
どで接

せつ

遇
ぐう

された。 （同志社大）

松
まつ

原
ばら

客
きゃく

院
いん

・能
の

登
と

客院＝渤
ぼっ

海
かい

使
し

接待のための迎
げい

賓
ひん

館
かん

（客院）。

□
★★★★
⑪ の上

じょう

京
けい

竜
りゅう

泉
せん

府
ふ

などの宮
きゅう

都
と

遺跡からは、本
ほん

朝
ちょう

十
じゅう

二
に

銭
せん

の一つである などが発見されて
いる。 （高崎経済大、同志社大）

PATTERN 24 平城京

□
★★★★
① 710 年、 天皇は藤

ふじ

原
わら

京
きょう

から奈良盆地北部の
 京へと都

みやこ

を遷
うつ

した。 （西南学院大、同志社大）

□
★★★★
② 平

へい

城
じょう

京
きょう

は唐の都 を参考にして造営された。
 （京都大、聖心女子大）

□
★★★★
③ 平城京は、碁

ご

盤
ばん

の目のように、東西と南北を走る道路
で区画された 制をもつ都市である。

 （西南学院大、早稲田大）

藤
ふじ

原
わらの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

（しん　ら ）

渤
ぼっ

海
かい

松原客院

渤
ぼっ

海
かい

、
和
わ

同
どう

開
かい

珎
ほう

（かいちん）

元
げん

明
めい

天皇、
平
へい

城
じょう

京
きょう

 
 長
ちょう

安
あん

 条
じょう

坊
ぼう

制
せい

◆地図でチェックしよう：日本と唐との交流
9 世紀 10 世紀～11 世紀

五台山

長安 洛陽
唐

登州
青州

揚州（江都）

蘇州

杭州

天台山
明州

信覚

球美 阿児奈波

度感 奄美

掖玖

難波津

多
大宰府
博多津

能登客院
松原客院

多賀城

渤海

新
　羅

　　　日

本

遣唐使航路
渤海路

西夏
遼（契丹）
（モンゴル系）

大理

大越

宋

高
麗

開
封

（

京
）

応
天
府

広州

杭州 明州

揚州

開京

博多

平安京

琉球

日宋交通路
刀伊の入寇（1019）

せい　か
りょう　きったん

だい　り

だいえつ

べ
ん

じょ　しん　　と　い

契丹（キタイ）
（モンゴル系）

女真（刀伊）
（ツングース系）

タングート
（チベット系）

　　　日
　本

上京龍泉府
きっ  たん

北路

南路

南島路
あ　こ　な　わ
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③－平城京の時代


